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地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー活活動動報報告告のの発発行行ににああたたっってて  

 
 
 
 

国立米子工業高等専門学校 校長 山口利幸 
 

 

米子高専における地域貢献への取り組みは、人材育成、科学技術相談、共同研究、技術開発等の地域ニー

ズに可能なかぎり応えるという「地域協力」の形態で始まりました。

平成 年には、「米子高専の振興発展に協力するとともに、地域の文化・学術の発展に貢献する」ことを

目的とした「米子高専振興協力会」が結成され、本校と地域企業の連携のもとでの共同の事業が行われるよ

うになりました。その後、教育研究機能の向上と地域経済の活性化の推進を図る拠点とした「地域共同テク

ノセンター」を平成 年に設置し、このセンターを中心として産学官連携活動等に力を入れており、多数

の技術相談、企業等との共同研究・受託研究や人材育成事業等の実績を積み上げてきました。

現在、この地域共同テクノセンターの役割は産学官連携活動の推進、共同研究のコーディネート、小中学

生の理工系離れ対策の公開講座や出前授業の実施、学生や企業技術者を対象とした人材育成事業の展開（地

域共同教育による技術者の育成など）、まちづくり活動支援など多岐にわたっています。

また、本校では米子高専卒業生ネットワークを活用した「地方創生」事業への取り組みや県内における医

工連携活動にも注力しており、工学のみならずさまざまな分野の知識を工学と複合活用できる人材の育成、

そして育成した人材の地域への供給などを目指しております。特に、令和 年度に改組により誕生した総合

工学科では地元の企業等の活動の学びを深めるため、 年生全員を対象に授業科目として「地域学」を開講

しています。

本報告書は、令和 年度に実施したこれらの諸活動や共同研究事業等に関する活動報告です。本報告書を

有効活用していただくことにより、さまざまな分野における新たな連携や新技術の創出、地域の活性化が一

層進展することを願っております。

さらに、本校は地域における産業界等との連携による先導的な職業教育の取り組みの促進、教育内容・教

育方法の改善や、地域のニーズを踏まえた新分野への展開等の教育組織の充実を図るため、鳥取県、近隣の

自治体や高等教育機関、地域産業界・金融界等との連携を強め、米子高専振興協力会との連携活動や卒業生

ネットワークの構築・運営を通して継続的に地域の産業振興に貢献していく所存です。今後ともどうぞよろ

しくお願い申し上げます。

令和 年 月
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ⅠⅠ．．米米子子高高専専振振興興協協力力会会

沿革

平成 年 月 鳥取県東・中部の企業 社からなる「米子工業高等専門学校振興協力会」を結成

平成 年 月
鳥取県西部・島根県東部の企業 社と米子市からなる「米子工業高等専門学校中海
振興協力会」を結成

平成 年 月
「米子工業高等専門学校振興協力会」と「米子工業高等専門学校中海振興協力会」を
統合し、「米子工業高等専門学校振興協力会」となる

会員動向

令和 年 月 日現在、会員数 （令和 年度中の新入会 、退会 ）。

 
１１．．役役員員会会

日 時 令和 年 月 日（火） ： ～

場 所 米子高専オープンシアターおよび によるオンライン開催

内 容 令和 年度事業報告・収支決算報告、令和 年度事業計画・収支予算案 他

 
２２．．総総会会

日 時 令和 年 月 日（火） ： ～

場 所 米子高専アカデミックシアターおよび によるオンライン開催

内 容 （１）令和 年度事業報告及び収支決算報告について

（２）令和 年度の会費について

（３）令和 年度事業計画並びに収支予算について

（４）新入会員企業の紹介

（５）その他

・米子高専近況報告

・官学連携事業報告 情報システム部門 講師 内田 雅人

・我社の高専生採用記 株式会社守谷刃物研究所 守谷 匡弘

３３．．企企業業見見学学会会

・・東東中中部部地地区区（（ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大防防止止ののたためめ中中止止））

・・西西部部地地区区

日 程 令和 年 月 日（木）

： 米子高専 発

： ～ ： 株式会社鶴見製作所 米子工場

（鳥取県米子市夜見町 ）

： ～ ： 株式会社鶴見製作所 造形研究所

（鳥取県西伯郡南部町円山 番地）

： ～ ： 株式会社キグチテクニクス

（島根県安来市恵乃島町 ）

： 米子高専 着
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４４．．新新年年交交流流会会

日 時 令和 年 月 日（火） ： ～

場 所 クラウンプラザホテル米子（米子市久米町 ）

内 容

【第 部】 講演会

演題 ：「 とビッグデータの活用について」

発表者：東京大学先端科学技術研究センター

特任准教授 吉村 有司 氏

教員シーズ紹介＆学生活動報告 ※ロビーにて実施

【第 部】 新年懇談会（ ： ～ ： ）

５５．．企企業業ガガイイドドブブッックク

令和 年 月、米子高専振興協力会会員を紹介する「企業ガイドブック 」を 部発行した。ガイ

ドブックは、本校の本科 、 年生および専攻科 年生にキャリア支援室を通じて配布し、進路の資料など

として活用された。

６６．．地地域域学学

学生のキャリア教育の一環として、地域共同テクノセンターとキャリア支援室が連携して、「地域学 研修

旅行」を実施した。振興協力会 会員に受入いただいた。

地域学は 年生に向けたプレインターンシップとしての要素を備え、身近な地元の企業を見学し、業務内

容や仕事における心構え等を学ばせることを目的としている。また、就職や進路を考えるきっかけを与え、

地元に優秀な技術者を確保するねらいもある。

年生は 月 日（木）・ 日（金）の 日間、 年生は 月 日（火）に実施した。

 
 
 
 
 

受入会員：

＜ 年生＞㈱片木アルミニューム製作所、気高電機㈱、鳥取ロブスターツール㈱、 ㈱、学校法人柳心学園

＜ 年生＞鳥取県金属熱処理協業組合、リコー ソリューションズ㈱、㈱懸樋工務店、

㈱山陰ビデオシステム、㈱サテライトコミュニケーションズネットワーク、㈱モリタ製作所、

㈱エースパック鳥取倉吉工場、㈱日本マイクロシステム、㈱キグチテクニクス、島根自動機㈱、

中国電力ネットワーク㈱（日野変電所）、山陰酸素工業㈱、三菱マヒンドラ農機㈱、

㈱鶴見製作所 米子工場、㈱守谷刃物研究所、㈱八雲ソフトウェア

※順不同
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中国電力ネットワーク㈱（日野変電所）、山陰酸素工業㈱、三菱マヒンドラ農機㈱、

㈱鶴見製作所 米子工場、㈱守谷刃物研究所、㈱八雲ソフトウェア

※順不同
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ⅡⅡ．．産産学学官官交交流流事事業業

１１．． 産産学学連連携携オオフフィィスス大大学学・・高高専専合合同同研研究究シシーーズズ発発表表会会 『『先先端端ももののづづくくりり編編』』

日 時 令和 年 月 日（金）

会 場 クリエイション・コア東大阪 南館（大阪府東大阪市荒本北 ）

主 催 （ものづくりビジネスセンター大阪）

共 催 東大阪市、公益財団法人東大阪市産業創造勤労者支援機構

内 容 （ものづくりビジネスセンター大阪）は、中小ものづくり企業のための「ものづくりの

総合支援拠点」であり、大学・高専の持つ最先端技術・研究成果を中小企業と結びつけること

を目的として、研究シーズ発表会及びシーズ展示会が開催された。本校からは、化学・バイオ

部門 谷藤 尚貴 教授が「次世代型二次電池開発を志向した高容量正極活物資の開発」につい

てのシーズ発表を行った。

 
２２．．大大学学見見本本市市 ～～イイノノベベーーシショョンン・・ジジャャパパンン

日 時 令和 年 月 日（木）・ 日（金）

会 場 東京ビッグサイト（東京都江東区有明 ）

主 催 国立研究開発法人科学技術振興機構

共 催 内閣府、文部科学省

内 容 国内最大規模の産学連携マッチング・研究成果発信イベントである。令和 年から令和 年

までは感染症対策としてオンライン開催となっていたが、令和 年は 年ぶりに東京ビッグサ

イトでの対面開催となった。本校は、化学・バイオ部門 谷藤 尚貴 教授が採択され、「革新的

高容量を有する有機系二次電池材料の開発」をテーマに出展した。

３３．．令令和和 年年度度 フフォォーーララムム

日 時 令和 年 月 日（火）・ 日（水）

会 場 オンライン開催

主 催 独立行政法人国立高等専門学校機構

内 容 高等専門学校の教職員が、教育・研究の質の向上、教育方法の開発推進及び研究・産学官連

携の一層の推進を図るための研究・事例の成果発表や意見交換を行い、教職員の資質や教育・

研究のポテンシャルの向上を目指すことを目的としている。

本校は 日に、情報システム部門 角田 直輝 准教授が「イノベーションを起こすものづく

り人財教育へのシフト」をテーマにオーガナイズド・セッションを行った。

４４．．中中海海・・宍宍道道湖湖・・大大山山圏圏域域ももののづづくくりり連連携携事事業業

ビビジジネネススママッッチチンンググ商商談談・・展展示示会会 米米子子

日 時 令和 年 月 日（木）

会 場 米子コンベンションセンター（米子市末広町 ）

主 催 中海・宍道湖・大山圏域ものづくり連携事業実行委員会

内 容 出雲から大山圏域までの「ものづくり」企業をはじめ、圏域の全業種・全企業対象の事前調

整型ビジネスマッチング支援事業として、企業の連携や交流を促進し、経済の活性化を図るこ

とを目的として開催された。本校からは山本 一志 産学連携コーディネーターが出席した。
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５５．．そそのの他他

（（１１）） 「「ジジュュニニアアドドククタターー育育成成塾塾」」

科学技術振興機構（ ）の「ジュニアドクター育成塾」事業に、本校が申請した企画「 教育の

強みを最大限に活かした科学に熱狂的な情熱を持つジュニアドクターの育成」を、化学・バイオ部門 粳

間 由幸 教授を代表として令和 年度から実施しており、令和 年度は小中学生 名が第 期生として

入塾し、本校の教員及び学生（メンター）の指導のもと、課題学習等に取組んだ。また、令和 年度の修

了生から選抜された 名が担当教員の研究室に所属し、より高度な工学研究を行う「第二段階プログラ

ム」に取組んだ。

「ジュニアドクター育成塾」は、将来の科学技術イノベーションを牽引する傑出した人材の育成に向

けて、高い意欲や突出した能力を有する小中学生を発掘し、科学的思考力や論理的思考力、情報活用能

力等、児童生徒の能力を伸長することを目的とした教育プログラムで、さらに能力を伸長する体系的な

取組みとなる。

【第一段階】

開講式

合宿（大山青年の家）

【第二段階】

ポスター発表

【第一段階】講座スケジュール
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（（２２）） （（未未来来技技術術のの社社会会実実装装教教育育のの高高度度化化））

地域密着型・課題解決型・社会実装型など従来型の高専としての特長を生かしつつ、オール国立高専、

広範な企業、自治体、大学などとの連携体制という全国規模の「面」（基盤）としての体制の下、スケー

ルメリット、オール国立高専の資源を駆使した新たな人材育成モデルの構築、企業、自治体、大学などと

幅広く連携し、ユーザーサイドの視点も取り入れた効果的な人材育成など、高専だからこそできる人材

育成の質的転換を行っている。一つの学問分野だけでは解決できないテーマ（社会課題）に対して、様々

な分野の知見を生かしたアプローチで課題解決に結び付ける実践的な人材育成プログラムを開発する。

化学・バイオ部門 谷藤 尚貴 教授・清水 剛志 特命助教が、「防災・減災・防疫分野」（エネルギー）

の協力校メンバーとして取り組んでいる。

（（３３））地地域域創創生生人人材材のの育育成成・・定定着着推推進進事事業業

「地域創生人材の育成・定着推進事業」は、県内の高等教育機関や自治体、経済団体等 の機関が

連携・協力し、「地域創生人材（鳥取県の創生の核となり得る人材）」の育成と県内定着を目指す取り組

みである。

令和 年度の取り組みとしては、『「ものづくり」「ことづくり」を創造発展できる人材養成』として、総合工学

科 年次で開講される 、「地域学」を活用し、学生が主体的に課題を見つけ解決策を提案する能力を修得させ

るための活動を行った。また、 を通じて学生が地域企業・自治体等がもつ課題や文化背景等へ関心を持つよ

うに働きかけることができた。具体的には、年間を通して地域企業の調査と見学による企業研究を行った。専門

分野の選択にあたって、様々な観点から俯瞰的に意志決定できるように分野横断的な専門基礎科目を開講するこ

とで、低学年（ 年生）からの専門コース選択に生かすことができた。

ⅢⅢ．．産産学学官官連連携携会会議議

１１．．令令和和 年年度度中中国国地地区区テテククノノセセンンタターー長長等等会会議議

日 時 令和 年 月 日（水）

開催校 大島商船高等専門学校

開 催 によるオンライン開催

内 容 中国地区 高専のテクノセンター関連行事、産学官連携事業、外部資金獲得のための取組み

について報告がなされた。本校からは、玉井 孝幸 地域共同テクノセンター長が出席した。
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ⅣⅣ．．地地域域社社会会へへのの参参加加・・貢貢献献

１１．．各各種種委委員員会会等等 参参加加状状況況

委委員員会会等等  所所属属部部署署  氏氏名名  

一般社団法人品質工学会代議員 

機械システム部門 教授 上原 一剛 

一般社団法人日本塑性加工学会校閲委員 

鳥取大学医学部附属病院治験審査委員会委員 

広島品質工学研究会運営委員 

とっとりバイオフロンティア事業運営委員会委員 

日本機械学会中国四国学生会第 54回学生員卒業研究発表講演会実行委員会委員 

日本機械学会中国四国支部第 62期総会・講演会実行委員会委員 

（一社）日本機械学会中国四国支部第 63期商議員 

鳥取県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザー 機械システム部門 教授 矢壁 正樹 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 
電気電子部門 教授 権田 英功 

米子ものづくり運営会議委員 

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター研究評価委員会委員 電気電子部門 教授 新田 陽一 

とっとりバイオフロンティア事業運営委員会委員 
電気電子部門 教授 松本 正己 

境港市総合戦略推進会議委員 

デジタル技術を活用したパワーエレクトロニクス教育に関する協同研究委員会委員 電気電子部門 准教授 石倉 規雄 

QuEST Global Japan Corporation Technical Adviser 情報システム部門 教授 森田 一弘 

株式会社インフォメーション・デベロプメント技術アドバイザー 
情報システム部門 嘱託教授 河野 清尊 

第 34回全国高等専門学校プログラミングコンテスト実行委員会委員 

NPO法人日本スマートバブル研究会理事 情報システム部門 准教授 角田 直輝 

千葉大学 リサーチ・アシスタント 情報システム部門 助教 林  侑輝 

鳥取県環境審議会委員 
化学・バイオ部門 教授 青木  薫 

一般社団法人高専シンポジウム協議会事務局員 

日本高専学会理事 
化学・バイオ部門 教授 粳間 由幸 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 

米子ものづくり運営会議委員 
化学・バイオ部門 教授 田中  晋 

わかとり科学技術育成会西部地区実行委員会実行委員 

NPO法人日本卵殻膜推進協会理事 化学・バイオ部門 教授 谷藤 尚貴 

米子市環境審議会委員 
化学・バイオ部門 教授 藤井 雄三 

北陸先端科学技術大学教育連携アドバイザー 

境港市環境審議会委員 

化学・バイオ部門 准教授 伊達 勇介 
境港市廃棄物減量等推進審議会 

鳥取県環境審議会委員 

鳥取県西部広域行政管理組合一般廃棄物処理施設意見調整委員会委員 

島根大学研究・学術情報機構エスチュアリー研究センター協力研究員 

化学・バイオ部門 准教授 藤井 貴敏 
自然共生サイト認定申請に伴う申請書に有識者名（連携先）として記載 

一般社団法人高専シンポジウム協議会理事 

中海オープンスイム実行委員会委員 

一般社団法人高専シンポジウム協議会事務局員 化学・バイオ部門 助教 礒山 美華 

鳥取県西部総合事務所県民福祉局指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会委員 

建築デザイン部門 教授 髙増 佳子 
米子新体育館整備等事業者選考委員会委員 

米子市地方創成有識者会議委員 

日野橋の在り方検討委員会委員 

鳥取県防災顧問 

建築デザイン部門 教授 玉井 孝幸 鳥取県建設工事等入札・契約審議会委員 

国立大学法人鳥取大学入札監視委員会委員 
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委委員員会会等等  所所属属部部署署  氏氏名名  

米子市都市計画審議会委員 

建築デザイン部門 教授 前原 勝樹 

米子市建築審査会委員 

鳥取県建築審査会委員 

日本建築学会中国支部鳥取支所長 

住宅耐震化・省エネ・建築ＤＸ対策推進協議会 

米子市固定資産評価審査委員会委員 

建築デザイン部門 嘱託教授 稲田 祐二 

米子市特定空家等及び特定空住戸等対策審議会委員 

鳥取県景観アドバイザー 

鳥取県耐震診断等評定委員会 

鳥取県 PFI事業者選定等審査会委員 

鳥取県都市計画審議会委員 

建築デザイン部門 准教授 小椋 弘佳 

湯梨浜町公共用地有効利用審査委員会委員 

安来市都市計画審議会委員 

鳥取県景観アドバイザー 

米子市まちづくり活動支援交付金審査会委員 

境港市都市計画審議会委員 

米子市都市計画審議会 

米子市史跡米子城跡整備検討委員会委員 

米子市指定管理者候補者選定委員会委員 
建築デザイン部門 准教授 北農 幸生 

鳥取県西部広域行政管理組合建設工事等入札・契約審議会委員 

倉吉市建築審査会委員 建築デザイン部門 准教授 西川 賢治 

倉吉市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

建築デザイン部門 助教 荒木菜見子 

米子市歴史館運営委員 

鳥取県西部犬猫センター整備運営業務企画提案書評価委員会委員 

米子市景観審議会 

鳥取県福祉のまちづくり推進協議会委員 

智頭の林業景観整備検討委員会委員 

智頭町伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

名勝観音院庭園保存修理委員 

「生田家住宅」の有形文化財登録に係るアドバイザー 

一般社団法人 CLT協会作業部会委員 
建築デザイン部門 助教 川中 彰平 

（有）ケーアイ建築設計顧問 

米子市地域公共交通会議委員 

教養教育部門 教授 加藤 博和 
鳥取県中部地域公共交通協議会委員 

鳥取県 NIE推進協議会会長 

北陸先端科学技術大学教育連携アドバイザー 

鳥取県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザー 教養教育部門 教授 倉田 久靖 

島根原子力本部エネルギーアドバイザー 
教養教育部門 教授 中島美智子 

米子市建設工事等入札・契約審議会委員 

北陸先端科学技術大学教育連携アドバイザー 教養教育部門 教授 布施 圭司 

米子市歴史館運営委員 

教養教育部門 教授 渡邊  健 米子市立図書館外部委託講師 

島根大学 2023年度法文学部山陰研究プロジェクト客員研究員 

鳥取県指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会委員 

教養教育部門 准教授 大野 政人 鳥取県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会委員 

鳥取県子どもの体力向上支援委員会委員 

米子工業高等専門学校同窓会会長 技術職員 大谷 文雄 
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委委員員会会等等  所所属属部部署署  氏氏名名  

米子市都市計画審議会委員 

建築デザイン部門 教授 前原 勝樹 

米子市建築審査会委員 

鳥取県建築審査会委員 

日本建築学会中国支部鳥取支所長 

住宅耐震化・省エネ・建築ＤＸ対策推進協議会 

米子市固定資産評価審査委員会委員 

建築デザイン部門 嘱託教授 稲田 祐二 

米子市特定空家等及び特定空住戸等対策審議会委員 

鳥取県景観アドバイザー 

鳥取県耐震診断等評定委員会 

鳥取県 PFI事業者選定等審査会委員 

鳥取県都市計画審議会委員 

建築デザイン部門 准教授 小椋 弘佳 

湯梨浜町公共用地有効利用審査委員会委員 

安来市都市計画審議会委員 

鳥取県景観アドバイザー 

米子市まちづくり活動支援交付金審査会委員 

境港市都市計画審議会委員 

米子市都市計画審議会 

米子市史跡米子城跡整備検討委員会委員 

米子市指定管理者候補者選定委員会委員 
建築デザイン部門 准教授 北農 幸生 

鳥取県西部広域行政管理組合建設工事等入札・契約審議会委員 

倉吉市建築審査会委員 建築デザイン部門 准教授 西川 賢治 

倉吉市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

建築デザイン部門 助教 荒木菜見子 

米子市歴史館運営委員 

鳥取県西部犬猫センター整備運営業務企画提案書評価委員会委員 

米子市景観審議会 

鳥取県福祉のまちづくり推進協議会委員 

智頭の林業景観整備検討委員会委員 

智頭町伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

名勝観音院庭園保存修理委員 

「生田家住宅」の有形文化財登録に係るアドバイザー 

一般社団法人 CLT協会作業部会委員 
建築デザイン部門 助教 川中 彰平 

（有）ケーアイ建築設計顧問 

米子市地域公共交通会議委員 

教養教育部門 教授 加藤 博和 
鳥取県中部地域公共交通協議会委員 

鳥取県 NIE推進協議会会長 

北陸先端科学技術大学教育連携アドバイザー 

鳥取県警察サイバーセキュリティ対策アドバイザー 教養教育部門 教授 倉田 久靖 

島根原子力本部エネルギーアドバイザー 
教養教育部門 教授 中島美智子 

米子市建設工事等入札・契約審議会委員 

北陸先端科学技術大学教育連携アドバイザー 教養教育部門 教授 布施 圭司 

米子市歴史館運営委員 

教養教育部門 教授 渡邊  健 米子市立図書館外部委託講師 

島根大学 2023年度法文学部山陰研究プロジェクト客員研究員 

鳥取県指定管理候補者審査・指定管理施設運営評価委員会委員 

教養教育部門 准教授 大野 政人 鳥取県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会委員 

鳥取県子どもの体力向上支援委員会委員 

米子工業高等専門学校同窓会会長 技術職員 大谷 文雄 
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２２．．各各種種イイベベンントト・・セセミミナナーー・・会会議議等等 参参加加状状況況

月月  日日  行行事事  役役職職  氏氏名名  

5 31 第 1回第 4ブロック研究推進ボード委員会（Web会議） 
地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

企画・社会連携係長 橋本 英世 

6 

29 米子ガスグループから米子高専への寄附金贈呈式 

校長 寺西 恒宣 

副校長 山本 英樹 

国際交流支援室長 大野 政人 

事務部長 中島   修 

総務課長 重松 良昭 

30 
中海・宍道湖・大山圏域 産学・医工連携推進協議会令和 5 年
度通常総会（書面審査） 

地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

7 28 とっとりプラットフォーム５＋α第 19回運営協議会 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

8 

7 
8 

大学等と企業の情報交換会 
地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

22 令和 5年度大山町企業連絡会議総会 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

9 

14 第 2回第 4ブロック研究推進ボード委員会（Web会議） 企画・社会連携係長 橋本 英世 

15 とっとりプラットフォーム 5＋α 共同 FD・SD研修会特別講演会 
地域共同テクノセンター副センター長 森田 一弘 

他教職員 5名 

22 とっとりプラットフォーム 5＋α第 20回運営協議会 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

10 19 ビジネスマッチング商談・展示会 2023 in米子 産学連携コーディネーター 山本 一志 

11 

8 とっとり花回廊フラワーイルミネーション内覧会 産学連携コーディネーター 山本 一志 

9 第 3回第 4ブロック研究推進ボード委員会（メール審議） 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

22 
鳥取県地域活性化雇用創造プロジェクト推進協議会令和 5 年
度第１回総会 

事務部長 中島   修 

12 

1 とっとりプラットフォーム 5＋α第 21回運営協議会 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

14 第 3回 SDGｓ ㈱ワーパスから米子高専への寄付物品贈呈式 

校長 寺西 恒宣 

地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

校長補佐（学生） 藤井 雄三 

事務部長 中島   修 

他学生 2名 

20 
第 4ブロック研究推進ボード研究助成事業中間報告会＆マッチ
ングイベント（オンライン） 

地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

他教職員 4名 
他学生 2名 

21 第 4回第 4ブロック研究推進ボード委員会（オンライン） 

地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

研究推進・産学連携本部員 山口 顕司 

企画・社会連携係長 橋本 英世 

1 17 中国地区テクノセンター長等会議（Web会議） 
地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

企画・社会連携係長 橋本 英世 

2 22 令和 年度大山町企業連絡会議研修会 地域共同テクノセンター長 玉井 孝幸 

3 

7 とっとり企業ガイダンス 産学連携コーディネーター 山本 一志 

19 地域創生人材育成・定着推進協議会（Web会議） 
校長 寺西 恒宣 

産学連携コーディネーター 山本 一志 

22 
鳥取県地域活性化雇用創造プロジェクト推進協議会令和 5 年
度第 2回総会 

校長 寺西 恒宣 
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ⅤⅤ．．地地域域共共同同研研究究開開発発推推進進事事業業

過去 年間の共同研究、受託研究、寄附金の件数と受入金額の推移を下図に示す。昨年度からの推移は、共

同研究は件数・受入金額ともに増加した。受託研究については、件数は増加したが受入金額は減少した。寄附

金は件数・受入金額ともに減少した。

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 5,160 11,973 14,410 17,839 15,358 12,548 13,337 6,662 10,882 12,535
件数 21 28 16 21 28 20 17 15 17 18
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（件）（千円） 共共同同研研究究 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 947 2,094 3,857 9,219 6,791 7,932 4,786 11,091 17,139 11,520
件数 3 3 4 7 6 7 6 12 7 8
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（件）（千円） 受受託託研研究究 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 20,836 26,159 30,057 28,219 25,394 25,190 19,804 19,003 27,695 26,056
件数 40 35 46 30 39 35 26 25 31 29
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ⅤⅤ．．地地域域共共同同研研究究開開発発推推進進事事業業

過去 年間の共同研究、受託研究、寄附金の件数と受入金額の推移を下図に示す。昨年度からの推移は、共

同研究は件数・受入金額ともに増加した。受託研究については、件数は増加したが受入金額は減少した。寄附

金は件数・受入金額ともに減少した。

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 5,160 11,973 14,410 17,839 15,358 12,548 13,337 6,662 10,882 12,535
件数 21 28 16 21 28 20 17 15 17 18
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（件）（千円） 共共同同研研究究 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 947 2,094 3,857 9,219 6,791 7,932 4,786 11,091 17,139 11,520
件数 3 3 4 7 6 7 6 12 7 8
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（件）（千円） 受受託託研研究究 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 20,836 26,159 30,057 28,219 25,394 25,190 19,804 19,003 27,695 26,056
件数 40 35 46 30 39 35 26 25 31 29
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（件）（千円） 寄寄附附金金 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数
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受託事業、補助金、科学研究費助成事業の件数と受入金額の推移を下図に示す。昨年度からの推移は、受託

事業は件数・受入金額ともに減少した。補助金は、件数・受入金額ともに増加した。科学研究費助成事業につ

いては、件数・受入金額ともに過去 年間で最多となった。

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 784 1,610 1,035 204 1,324 3,947 5,365 3,070 11,818 11,459
件数 4 5 5 2 2 3 7 2 4 3
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（件）（千円） 受受託託事事業業 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
金額(千円) 16,833 17,901 18,760 14,815 15,155 16,966 1,695 2,131 0 4,975
件数 6 11 10 9 12 11 2 4 0 2
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（件）（千円） 補補助助金金 金金額額・・件件数数推推移移

金額(千円) 件数

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
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１１ 共共同同研研究究

NNoo..  担担    当当    者者  研研      究究      課課      題題    
申申請請書書  
受受  付付  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

 - E 桃野浩樹 回転楕円面メッシュ二次元表示型光電子分光装置 DELMAにおける光電子回折用
制御プログラムの開発研究 

R3.11.2 - 

 - E 田中博美 機能性材料薄膜の作製及び表面化学結合状態に関する研究 R4.10.27 - 

 - E 新田陽一 騒音信号処理に関する研究 R4.11.17 - 

 - J 中山繁生 産業用ロボット用カメラシステムによるガラス溶接位置補正値の検出試験 R4.12.22 山本 

 - J 内田雅人 きのこ栽培における「AIモデルによる収穫量・作業工程予測システム」の研究 R5.2.1 山本 

 - C 青木  薫 音声データの解析に関する技術支援 R5.3.2 - 

 1 J 川戸聡也 植物情報を提供および更新するためのWebシステムの開発 R5.3.1 山本 

 2 
E 
技 
 

桃野浩樹 
松本 充 
山脇貴士 

AIによるイルミネーションの点灯制御技術 R5.3.13 山本 

 3 

C 
 
 
 
技 
 

*藤井貴敏 
 伊達勇介 
 礒山美華 
 青木  薫 
 日野英壱 
 濱田竜生 

ファインバブルによる湖沼等水質・底質浄化技術実証研究 R5.4.25 - 

 4 J 森田一弘 シャッターの安全性向上（障害物感知機能の性能向上） R5.5.9 - 

 5 J 内田雅人 AEセンサを使用したギヤポンプの異常検知 R5.5.25 - 

 6 A 前原勝樹 大山町公共施設の空調設備更新のためのエネルギー消費の分析および提言 R5.6.27 山本 

◎ 7 E 田中博美 ILLUMME を用いた高専学生向け探究活動に関する研究 R5.7.7 - 

 8 C 粳間由幸 β-O-4-結合を有するリグニンモデルの電解分解と反応機構解明 R5.6.20 - 

 9 M 
C 

*早水庸隆 
藤井貴敏 

ウルトラファインバブル水による壁面洗浄のメカニズム検討と評価 R5.8.4 - 

 10 C 伊達勇介 廃棄物を利用したコンクリート製品の開発研究 R5.11.16 - 

 11 E 田中博美 半導体関連に寄与する SUS材への表面技術の評価 R6.1.10 - 

 12 C 谷藤尚貴 皮膚・毛髪等の光による悪影響を卵殻膜で抑制する作用の解明 R6.3.6 - 

◎は研究費が共同研究者・機関へ配分されたもの又は 円契約，*は研究代表者

２２．．受受託託研研究究

NNoo..  担担    当当    者者  研研      究究      課課      題題    
申申請請書書  
受受  付付  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

- J 徳光政弘 革新的衛星技術実証向けキューブサット試験データ取得及び技術評価  - 

1 
C 
J 
技 

*藤井貴敏・礒山美華・ 
伊達勇介・青木 薫、 
内田雅人、日野英壱 

中海に係る汚濁原因の調査及び研究 R5.3.22 - 

2 
C 
 
技 

*藤井貴敏・礒山美華・
伊達勇介・青木  薫、
日野英壱 

米子水鳥公園つばさ池に係る水質調査及び水質改善策の研究 R5.3.22 - 

3 
C 
 
技 

*伊達勇介・礒山美華・ 
藤井貴敏・青木 薫、 
日野英壱 

ヌカカ発生抑制対策効果検証試験 R5.3.23 - 

4 
C 
 
技 

*藤井貴敏・伊達勇介・ 
礒山美華・青木 薫、 
日野英壱 

覆砂をした中海浚渫窪地の環境改善効果の検証 R5.6.5 - 

5 
C 
 
技 

*藤井貴敏・礒山美華・
伊達勇介・青木  薫、
日野英壱 

中海に係る窪地調査業務  - 

6 
C 
 
技 

*藤井貴敏・礒山美華・ 
 伊達勇介・青木 薫、 
日野英壱 

中海に係る底質・間隙水調査業務  - 

7 J 徳光政弘 
伸展型八木アンテナ搭載超小型衛星による IoTの宇宙利用拡大に応える
周波数利用の効率化と共同利用促進技術の研究開発 

 - 

*は研究代表者
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１１ 共共同同研研究究

NNoo..  担担    当当    者者  研研      究究      課課      題題    
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受受  付付  

ＣＣＤＤ  
関関与与  
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 礒山美華 
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 日野英壱 
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ファインバブルによる湖沼等水質・底質浄化技術実証研究 R5.4.25 - 

 4 J 森田一弘 シャッターの安全性向上（障害物感知機能の性能向上） R5.5.9 - 

 5 J 内田雅人 AEセンサを使用したギヤポンプの異常検知 R5.5.25 - 

 6 A 前原勝樹 大山町公共施設の空調設備更新のためのエネルギー消費の分析および提言 R5.6.27 山本 

◎ 7 E 田中博美 ILLUMME を用いた高専学生向け探究活動に関する研究 R5.7.7 - 

 8 C 粳間由幸 β-O-4-結合を有するリグニンモデルの電解分解と反応機構解明 R5.6.20 - 

 9 M 
C 

*早水庸隆 
藤井貴敏 

ウルトラファインバブル水による壁面洗浄のメカニズム検討と評価 R5.8.4 - 

 10 C 伊達勇介 廃棄物を利用したコンクリート製品の開発研究 R5.11.16 - 

 11 E 田中博美 半導体関連に寄与する SUS材への表面技術の評価 R6.1.10 - 

 12 C 谷藤尚貴 皮膚・毛髪等の光による悪影響を卵殻膜で抑制する作用の解明 R6.3.6 - 

◎は研究費が共同研究者・機関へ配分されたもの又は 円契約，*は研究代表者

２２．．受受託託研研究究

NNoo..  担担    当当    者者  研研      究究      課課      題題    
申申請請書書  
受受  付付  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

- J 徳光政弘 革新的衛星技術実証向けキューブサット試験データ取得及び技術評価  - 

1 
C 
J 
技 

*藤井貴敏・礒山美華・ 
伊達勇介・青木 薫、 
内田雅人、日野英壱 

中海に係る汚濁原因の調査及び研究 R5.3.22 - 
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伊達勇介・青木  薫、
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7 J 徳光政弘 
伸展型八木アンテナ搭載超小型衛星による IoTの宇宙利用拡大に応える
周波数利用の効率化と共同利用促進技術の研究開発 

 - 

*は研究代表者
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３３．．寄寄附附金金

NNoo..  担担    当当    者者  申申  込込  者者  寄寄附附のの目目的的  
申申請請書書  
受受  付付  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

1 C 清水剛志 (公財)前川報恩会 
金属有機構造体を正極活物質としたカルシウムイオン電池の開発
のため 

R5.3.1 - 

2 E 田中博美 
(公財)中谷医工計測 
技術振興財団 

地域文化を題材とする創造的プログラミング教育の実施～アート
作品制作を通した新たな試み～ 

R5.3.27 - 

3 C 谷藤尚貴 
(公財)中谷医工計測 
技術振興財団 

卵殻膜リサイクルによる新規エネルギー材料の開発 R5.3.27 - 

4 E 田中博美 
(公財)中国電力技術 
研究財団 

省エネルギー型μMRIへの応用を目指した高性能超電導接合の
開発 

R5.3.30 - 

5 M 早水庸隆 ㈱パタカラ 鼻呼吸補助器具内流れに関する研究 R5.4.12 - 

6 C 伊達勇介 検査開発㈱ 水質分析等の環境関連分野の研究 R5.4.25 - 

7 M 矢壁正樹 ㈱ミツバ 超音波を用いた接合状態および油膜厚さ測定に関する研究 R5.4.27 - 

8 J 川戸聡也 (公財）マツダ財団 
科学技術振興事業「高速印刷可能な 3Dプリンタによる一連の造
形体験を通した「ものづくり」への触れ合い」のため 

R5.5.30 - 

9 G 大野政人 (公財）マツダ財団 
科学技術振興事業「アダプテッド・スポーツを通じて体の機能と用
具の工夫を学ぶ」のため 

R5.5.30 - 

10 E 田中博美 
(一社)情報通信ネット 
ワーク産業協会 

高専ワイヤレステックコンテスト 2023におけるチーム「とっとり農作
物みまもり隊」への技術実証支援 

R5.6.15 - 

11 校長 寺西恒宣 米子瓦斯㈱ 国際性の涵養および社会貢献できるグローバル人材の育成 R5.6.26 - 

12 C 谷藤尚貴 (一社)一枝会 
世界レベルで研究活動できる青少年を育成する課外活動の高度
化 

R5.7.19  

13 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 国際交流基金 R5.7.14 - 

14 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 米子工業高等専門学校運営のため R5.7.14 - 

15 テクノ 玉井孝幸 米子高専振興協力会 高専・振興協力会共同研究助成事業 R5.9.1 - 

16 テクノ 玉井孝幸 米子高専振興協力会 産官学連携推進事業 R5.9.1 - 

17 
学生 
課長 

門脇幸見 米子高専振興協力会 高専行事支援（コンテスト支援） R5.9.1 - 

18 テクノ 玉井孝幸 米子高専振興協力会 人材確保支援事業 R5.9.1 - 

19 J 河野清尊 （一社）G・B 魚の陸上養殖に伴う生育環境制御のＤＸ化に関する研究のため R5.9.4 - 

20 A 玉井孝幸 ㈱建築資料研究社 全国高専デザコンに関する費用 R5.9.6 - 

21 A 玉井孝幸 西松建設㈱ 米子高専教授玉井孝幸先生の建築学教育・研究に関する費用 R5.9.6 - 

22 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 学生教育環境充実助成金 R5.10.2 - 

23 C 清水剛志 (公財)マツダ財団 
金属有機構造体の極性置換基を利用したカルシウムイオン電池
の開発 

R5.10.3 - 

24 校長 寺西恒宣 アイ・システム㈱ 米子高専の教育支援 R5.10.19 - 

25 M 早水庸隆 
(一社)情報通信ネット 
ワーク産業協会 

総合工学科 機械システムコースの教育･実習のため R5.12.13 - 

26 J 森田一弘 
(一社)情報通信ネット 
ワーク産業協会 

総合工学科 情報システムコースの教育･実習のため R5.12.13 - 

27 C 谷藤尚貴 （有）ルウ研究所 食品廃棄物のリサイクル研究 R6.2.6 - 

28 A 玉井孝幸 ㈱建築資料研究社 全国高専デザコンに関する費用 R6.3.14 - 

29 校長 寺西恒宣 米子高専後援会 学生教育環境充実助成金 R6.3.14 - 
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４４．．受受託託事事業業

NNoo..  担担    当当    者者  事事      業業      名名  
契契  約約  
年年月月日日  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

1 C 藤井貴敏 ファインバブルによる湖沼等水質・底質浄化技術実証研究成果に係る取りまとめ業務 R5.4.1 - 

2 C 粳間由幸 
【ジュニアドクター育成塾】KOSEN教育の強みを最大限に活かした科学に熱狂的な情熱
を持つジュニアドクターの育成 

R5.4.25 - 

3 J 徳光政弘 
全国高専宇宙工学コース設立による実践的宇宙人材育成の展開 
（宇宙航空人材育成プログラム） 

R5.10.2 - 

 
５５．．補補助助金金

NNoo..  担担    当当    者者  交交  付付  者者  研研  究究  等等  課課  題題    
交交  付付  
決決定定日日  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

1 G 堀畑佳宏 鳥取県 楽しむ科学まなび事業補助金 R5.6.14 - 

2 M 木下 大 
経済産業省 
（事業管理機関：鳥取
県産業振興機構） 

界面温度・接合強度推定により信頼性の高い金属樹脂接合を
容易に実現する摩擦熱異材接合システムの開発 
（成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）） 

R5.9.11 - 

 
６６．．科科学学研研究究費費助助成成事事業業

NNoo..  担担    当当    者者  代代表表者者（（分分担担のの場場合合））  研研  究究  課課  題題    
研研究究  
期期間間  

種種目目  

1 M 上原一剛 - 
革新的な医療機器開発の基盤となる熱設計指針の提案とその有
用性評価 

R2～5 基 C 

2 Ｊ 山本英樹 - 
水分凍結時の誘電率変化を用いた食品等貯蔵物の凍結検出シ
ステムの開発 

R2～5 基 C 

3 G 中島美智子 - 
SDGs を見据えた理工系学生のための技術者倫理教育プログラ
ムの開発 

R2～5 基 C 

4 G 渡邊 健 - 近世後期の鳥取の和歌に関する資料調査と総合的研究 R2～5 基 C 

5 A 小椋弘佳 - 
地方商業空間に生み出されるパブリックスペースの地域拠点とし
ての役割と発展性の解明 

R3～6 若手 

6 C 村田和加惠 - 
ミトコンドリアの形態異常に起因する諸疾患に対する新規ターゲ
ットとしての微小管 

R3～5 若手 

7 M 矢壁正樹 - 超音波によるすべり軸受の油膜厚さ測定に関する研究 R4～6 基 C 

8 J 角田直輝 - 
太陽光発電投資教材の開発およびキャリア教育・金融教育的効
果の実証 

R4～6 基 C 

9 A 荒木菜見子 - 
わが国戦中戦後の米子における市街地の形成と変容に関する研
究 

R4～6 若手 

10 G 堀畑佳宏 - 
数学的態度によるリベラルアーツの現代的再構築と教育への応
用研究 

R4～6 萌芽 

11 C 土田裕介 - 
電子構造論に基づく貴金属回収に有効な抽出剤スクリーニング
モデルの構築 

R4～5 ス支 

12 G 鈴木章子 - 
高校生段階における統合型ライティングの導入とそのパフォーマ
ンスの検証 

R5～9 基 C 

13 E 田中博美 - 
ヘリウムフリーμMRI 実現を目指した多重加熱法による MgB2 超
伝導接合の臨界電流改善 

R5～8 基 C 

14 A 北農幸生 - 
木造建築物接合部の地震時復元力特性のモデル化と振動台実
験による再現性の検証 

R5～7 基 C 

15 C 礒山美華 - 
環境水中の亜硝酸イオンおよび硝酸イオンの同時計測ペーパー
デバイスの開発 

R5～7 基 C 
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４４．．受受託託事事業業

NNoo..  担担    当当    者者  事事      業業      名名  
契契  約約  
年年月月日日  

ＣＣＤＤ  
関関与与  
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５５．．補補助助金金

NNoo..  担担    当当    者者  交交  付付  者者  研研  究究  等等  課課  題題    
交交  付付  
決決定定日日  

ＣＣＤＤ  
関関与与  

1 G 堀畑佳宏 鳥取県 楽しむ科学まなび事業補助金 R5.6.14 - 

2 M 木下 大 
経済産業省 
（事業管理機関：鳥取
県産業振興機構） 

界面温度・接合強度推定により信頼性の高い金属樹脂接合を
容易に実現する摩擦熱異材接合システムの開発 
（成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）） 

R5.9.11 - 

 
６６．．科科学学研研究究費費助助成成事事業業

NNoo..  担担    当当    者者  代代表表者者（（分分担担のの場場合合））  研研  究究  課課  題題    
研研究究  
期期間間  

種種目目  

1 M 上原一剛 - 
革新的な医療機器開発の基盤となる熱設計指針の提案とその有
用性評価 

R2～5 基 C 

2 Ｊ 山本英樹 - 
水分凍結時の誘電率変化を用いた食品等貯蔵物の凍結検出シ
ステムの開発 

R2～5 基 C 

3 G 中島美智子 - 
SDGs を見据えた理工系学生のための技術者倫理教育プログラ
ムの開発 

R2～5 基 C 

4 G 渡邊 健 - 近世後期の鳥取の和歌に関する資料調査と総合的研究 R2～5 基 C 

5 A 小椋弘佳 - 
地方商業空間に生み出されるパブリックスペースの地域拠点とし
ての役割と発展性の解明 

R3～6 若手 

6 C 村田和加惠 - 
ミトコンドリアの形態異常に起因する諸疾患に対する新規ターゲ
ットとしての微小管 

R3～5 若手 

7 M 矢壁正樹 - 超音波によるすべり軸受の油膜厚さ測定に関する研究 R4～6 基 C 

8 J 角田直輝 - 
太陽光発電投資教材の開発およびキャリア教育・金融教育的効
果の実証 

R4～6 基 C 

9 A 荒木菜見子 - 
わが国戦中戦後の米子における市街地の形成と変容に関する研
究 

R4～6 若手 
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数学的態度によるリベラルアーツの現代的再構築と教育への応
用研究 

R4～6 萌芽 
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電子構造論に基づく貴金属回収に有効な抽出剤スクリーニング
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R5～7 基 C 
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NNoo..  担担    当当    者者  代代表表者者（（分分担担のの場場合合））  研研  究究  課課  題題    
研研究究  
期期間間  

種種目目  

16 Ｊ 徳光政弘 - 
超小型衛星内部のワイヤーハーネス削減のための超小型衛星
向け光無線バスの試作と評価 

R5～7 基 C 

17 C 伊達勇介 - 
水中の溶存ホウ素の検出を可能にする新規センサ材の創製とそ
の検知機構の解明 

R5～8 若手 

18 C 清水剛志 - 金属有機構造体を正極材料としたカルシウムイオン電池の開発 R5～6 若手 

19 E 石倉規雄 
大阪電気通信大学 
濱田 俊之 

故障しにくく尚且つ故障後も安全を確保できる太陽光発電システ
ムの安全技術開発 

R3～5 基 B 

20 E 桃野浩樹 
宮崎産業経営大学 
本村 信一 

タイポグリセミア現象に対する多面的検証実験と生体計測に基づ
くアプローチ 

R5～7 基 C 

21 M 上原一剛 
鳥取大学 
植木 賢 

自動音声による挿入指導および評価機能を有する大腸内視鏡シ
ミュレータシステムの開発 

R3～5 基 B 

22 C 清水剛志 
関西学院大学 
吉川 浩史 

ポストリチウムイオン電池を指向した有機電極材料の開発と応用 R5～8 基 B 

23 C 谷藤尚貴 
関西学院大学 
吉川 浩史 

硫黄と有機物の直接反応による高性能硫黄電池用正極の開発と
科学 

R4～6 萌芽 

24 A 小椋弘佳 
鳥取大学 
浅井 秀子 

生業と集落の空間再生を考慮した豪雨災害復興における課題解
明と事前復興計画への提言 

R5～7 基 C 

25 Ｊ 徳光政弘 
新居浜高専 
若林 誠 

高校生から始める汎用衛星モデルによる実践的衛星開発カリキ
ュラム実現に向けた研究 

R4～7 基 B 

26 A 小椋弘佳 
島根大学 
細田 智久 

山間地域自治体での地域コミュニティ維持に向けた公共公益施
設の再編効果と課題の解明 

R3～5 基 C 

27 G 秋田裕太 
高知大学 
矢野 宏光 

武道で知的障害児の心を育めるか？：特別支援教育で実践する
新たな剣道授業の開発 

R5～7 萌芽 

28 C 谷藤尚貴 
小山高専 
加藤 岳仁 

革新的キャリアマネージメント機構の創出による超高効率塗布型
太陽電池の創製 

R4～7 基 B 

29 Ｊ 河野清尊 
鳥取大学 
大林 徹也 

イベリアトゲイモリを毒性試験のモデル動物として活用するための
基盤研究 

R5～7 基 C 

 
 
７７．．地地域域共共同同技技術術研研究究・・開開発発援援助助費費

NNoo..  申申    請請    者者  共共  同同  研研  究究  題題  目目  研研究究終終了了予予定定  

1 E 田中博美 ムラサキウニによる磯焼け被害の低減を目指した物体検出法の開発 Ｒ7年度末 

2 C 谷藤尚貴 ジビエ肉の氷温処理による品質向上と商品開発 Ｒ6年度末 

3 A 川中彰平 ハニカム合板ブロックの防虫性能に関する基礎研究 Ｒ7年度末 
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ⅥⅥ．．地地域域共共同同教教育育事事業業

１１．．公公開開講講座座・・出出前前講講座座・・連連携携講講座座

本校では地域貢献、青少年への科学技術教育、生涯学習などを目的に、小中学生から社会人までを対象とし

た各種講座を実施している。受講者アンケートの結果では、 段階評価中の上位「大変満足」「まあまあ満足」

が多くを占めており、高い満足度が得られている。令和 年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規

模を縮小して開催した。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域共同テクノセンター発行／令和 年度 公開講座・出前講座チラシ（一部抜粋）

【公開講座】「いろいろな理科実験にチャレンジしよう！」

向心力(遠心力)を利用した「反転タマゴの実験」と備長炭を

利用した「木炭電池の実験」の 2 テーマを体験した。参加者ア

ンケートでは、全員がもっといろいろな実験をしてみたくなっ

たと回答し好評を博した。

【出前講座】リサイクル工作でインテリア雑貨を作ろう！

建築模型材料やリサイクル材料を用いたクリスマスツリー

を作成した。捨ててしまいそうなものでも工作の材料になる

のがよく分かり、家でも作ってみたいとの感想があった。
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公公開開講講座座・・出出前前講講座座・・連連携携講講座座のの開開講講件件数数とと受受講講者者数数のの推推移移（（過過去去 年年）） 
公開講座・出前講座・連携講座の受講者数と件数の推移を下図に示す。公開講座は新しい講座を多数実施し

たことにより、過去最多の開催件数となった。公開講座・出前講座・連携講座ともにコロナウイルス感染症対

策のため引き続き規模を縮小して開催したが、多数の申し込みがあった。満足度は以前と同様に高かった。

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
受講者数 378 425 438 375 597 367 148 75 259 337
開講件数 19 15 14 16 21 20 15 10 19 27

0
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人
）

公公開開講講座座開開講講件件数数・・受受講講者者数数推推移移

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
受講者数 2,295 2,590 2,692 2,514 3,248 2,825 0 0 196 708
開講件数 58 65 77 74 90 89 0 0 14 28
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出出前前講講座座開開講講件件数数・・受受講講者者数数推推移移

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
開講件数 14 12 18 19 16 8 6 0 13 15
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20
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数

連連携携講講座座開開講講件件数数・・受受講講者者数数推推移移

※連携講座は、大型イベント等への参加もあるため、受講者数はカウントしない 
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公公開開講講座座

№№  イイ  ベベ  ンン  トト  名名  開開催催日日時時  開開催催会会場場等等  対対  象象  
参参加加  
人人数数  

担担当当教教員員等等  
満満足足度度  

((％％))  

1 エンジョイ科学館 

機械システム館 

7/15 
（土） 

10:00～15:00 米子高専 中学生 

14名 
M権田（岳）・木下・

益田 

100 

電気電子館 19名 

E宮田・権田（英）・

新田・浅倉・石倉・
奥雲・桃野 

情報システム館 17名 
J角田・徳光・内田 
松露 

科学捜査館 8名 C村田・土田 

建築模型館 20名 
A小椋 

上田・門脇 

からだ科学館 2名 G大野・秋田 

数学館 10名 G堀畑・柴田 

2 自己分析をして勉強の目標を明確にしよう！  
7/1 

（土） 
9:30～15:30 米子高専 中学生 4名 J角田 100 

3 親子ふれあい科学教室 2023 
7/22 
（土） 

9:45～14:30 米子高専 
小学 5・6年生と 
その保護者 

20組 
40名 

E権田（英）・宮田・

石倉、齋木 
C伊達・藤井（貴）、
日野 

100 

4 
★おもしろ虫めがねの光と音を本格的なプログ

ラミングで操ろう♪ 

7/23 

（日） 
13:30～16:00 米子高専 

小学 5 年生～中

学生 
10名 J川戸 100 

5 電気について知って、うそ発見器を作ろう！ 
7/29 
(土) 

9:00～12:00 米子高専 中学生 19名 E奥雲 100 

6 
親子で楽しくイルミネーションをプログラミングし
よう 

7/30 
（日） 

13:00～17:00 米子高専 小学 4～6年生 
11組 
22名 

松本（充）・横田・門
脇 

100 

7 いろいろな電池を作ろう！ 
8/5 

(土) 
10:00～12:00 米子高専 小学生 20名 E奥雲 100 

8 リサイクル工作『ランプシェード』を作ろう！① 
8/5 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生 15名 上田 100 

9 
ペットボトルキャップを使ってアクセサリーを作ろ
う！ 

8/19 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学 5・6年生 9名 門脇・齋木・濱田 100 

10 インテリア雑貨『ドールハウスな時計』を作ろう！ 
8/20 

(日) 
10:00～12:00 米子高専 小学生～中学生 15名 上田 100 

11 
社会に貢献する技術者の活躍を知ろう ～日常
社会に生きる技術～ 

8/23
（水） 

10:00～15:00 米子高専 中学生～高校生 4名 J森田(一) 93 

12 リサイクル工作『ランプシェード』を作ろう！② 
8/26 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生 13名 上田 100 

13 いろいろな理科実験にチャレンジしよう！ 
9/16 

(土) 
13:00～16:00 米子高専 

小学 6年生～中

学生 
6名 M権田（岳）、藤田 100 

14 『ハロウィンのジオラマ』を作ろう！ 
10/7
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生～高校生 12名 上田 100 

15 身近な医薬品の合成（女子中高生優先） 
10/21
（土） 

9:30～15:00 米子高専 中学生～高校生 5名 C粳間 100 

16 太陽光発電で投資を考えてみよう！ 
10/21

（土） 
9:30～15:30 米子高専 中学生～高校生 1名 J角田 100 

17 インテリア雑貨『クリスマスリース』を作ろう！ 
11/18 
(土) 

10:00～12:00 米子高専 小学生～高校生 9名 上田 100 

18 
プログラミング×金融教育！？Python によるプ
ログラミングを通して資産形成について学ぼう！ 

11/19 
(日) 

13:30～16:30 米子高専 中学生～高校生 6名 J川戸 100 

19 
君もハッカーに！？ハッキング体験で情報セキ

ュリティについて学ぼう！ 

12/10 

(日) 
13:30～16:00 米子高専 中学生～高校生 12名 J川戸 100 

20 
アダプテッド・スポーツ（パラスポーツ）を通じて
感覚とコミュニケーション能力を磨こう！ 

12/16 
（土） 

13:00～16:45 米子高専 
小学 5 年生～高
校生 

17名 G大野 100 

21 
手軽にものづくり♪3D プリンタでキーホルダー
を作ろう！ 

12/16 
(土) 

13:30～16:30 米子高専 
小学 5 年生～中
学生 

8名 J川戸 100 
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10:00～15:00 米子高専 中学生 

14名 
M権田（岳）・木下・

益田 

100 

電気電子館 19名 

E宮田・権田（英）・

新田・浅倉・石倉・
奥雲・桃野 

情報システム館 17名 
J角田・徳光・内田 
松露 

科学捜査館 8名 C村田・土田 

建築模型館 20名 
A小椋 

上田・門脇 

からだ科学館 2名 G大野・秋田 

数学館 10名 G堀畑・柴田 

2 自己分析をして勉強の目標を明確にしよう！  
7/1 

（土） 
9:30～15:30 米子高専 中学生 4名 J角田 100 

3 親子ふれあい科学教室 2023 
7/22 
（土） 

9:45～14:30 米子高専 
小学 5・6年生と 
その保護者 

20組 
40名 

E権田（英）・宮田・

石倉、齋木 
C伊達・藤井（貴）、
日野 

100 

4 
★おもしろ虫めがねの光と音を本格的なプログ

ラミングで操ろう♪ 

7/23 

（日） 
13:30～16:00 米子高専 

小学 5 年生～中

学生 
10名 J川戸 100 

5 電気について知って、うそ発見器を作ろう！ 
7/29 
(土) 

9:00～12:00 米子高専 中学生 19名 E奥雲 100 

6 
親子で楽しくイルミネーションをプログラミングし
よう 

7/30 
（日） 

13:00～17:00 米子高専 小学 4～6年生 
11組 
22名 

松本（充）・横田・門
脇 

100 

7 いろいろな電池を作ろう！ 
8/5 

(土) 
10:00～12:00 米子高専 小学生 20名 E奥雲 100 

8 リサイクル工作『ランプシェード』を作ろう！① 
8/5 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生 15名 上田 100 

9 
ペットボトルキャップを使ってアクセサリーを作ろ
う！ 

8/19 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学 5・6年生 9名 門脇・齋木・濱田 100 

10 インテリア雑貨『ドールハウスな時計』を作ろう！ 
8/20 

(日) 
10:00～12:00 米子高専 小学生～中学生 15名 上田 100 

11 
社会に貢献する技術者の活躍を知ろう ～日常
社会に生きる技術～ 

8/23
（水） 

10:00～15:00 米子高専 中学生～高校生 4名 J森田(一) 93 

12 リサイクル工作『ランプシェード』を作ろう！② 
8/26 
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生 13名 上田 100 

13 いろいろな理科実験にチャレンジしよう！ 
9/16 

(土) 
13:00～16:00 米子高専 

小学 6年生～中

学生 
6名 M権田（岳）、藤田 100 

14 『ハロウィンのジオラマ』を作ろう！ 
10/7
（土） 

10:00～12:00 米子高専 小学生～高校生 12名 上田 100 

15 身近な医薬品の合成（女子中高生優先） 
10/21
（土） 

9:30～15:00 米子高専 中学生～高校生 5名 C粳間 100 

16 太陽光発電で投資を考えてみよう！ 
10/21

（土） 
9:30～15:30 米子高専 中学生～高校生 1名 J角田 100 

17 インテリア雑貨『クリスマスリース』を作ろう！ 
11/18 
(土) 

10:00～12:00 米子高専 小学生～高校生 9名 上田 100 

18 
プログラミング×金融教育！？Python によるプ
ログラミングを通して資産形成について学ぼう！ 

11/19 
(日) 

13:30～16:30 米子高専 中学生～高校生 6名 J川戸 100 

19 
君もハッカーに！？ハッキング体験で情報セキ

ュリティについて学ぼう！ 

12/10 

(日) 
13:30～16:00 米子高専 中学生～高校生 12名 J川戸 100 

20 
アダプテッド・スポーツ（パラスポーツ）を通じて
感覚とコミュニケーション能力を磨こう！ 

12/16 
（土） 

13:00～16:45 米子高専 
小学 5 年生～高
校生 

17名 G大野 100 

21 
手軽にものづくり♪3D プリンタでキーホルダー
を作ろう！ 

12/16 
(土) 

13:30～16:30 米子高専 
小学 5 年生～中
学生 

8名 J川戸 100 
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エエンンジジョョイイ科科学学館館

日 時 令和 年 月 日（土） ： ～ ：

場 所 米子高専

対 象 中学生

内 容 本校の専門性を生かした講座を通じてものづくりの楽しさを体験してもらい、科学への興味

や学習意欲を高めることなどを目的として、平成 年度から中学生向け体験イベント「エンジョ

イ科学館」を実施している。令和 年度は、「機械システム館」「電気電子館」「情報システム館」

「科学捜査館」「建築模型館」「からだ科学館」「数学館」の 講座を開講し、鳥取・島根の中学生

を中心に 名が参加した。オープンキャンパスとは違い中学 ・ 年生も参加できることもあり、

毎年人気のイベントとなっている。

担当講師や補助の高専生に教えてもらいながら、ロボット製作やコンピュータのプログラミン

グ、試薬を使った科学実験などに挑戦した。参加者からは「手を怪我していたためとても不安で

したが、手伝っていただきながら楽しくはんだ付けすることができました。はじめての体験でし

たがとても楽しかったのでまた参加してみようと思います。（電気電子館）」などそれぞれの館に

対する感想のほか、「とても楽しく、貴重な体験ができて良かった」「先生や学生の方が優しく教

えてくれた」「他のイベントにも参加してみたい」など高評価を得た。

【建築模型館】

様々な道具や材料を使って、住みたい家
や庭のデザインにチャレンジし、最後に、
みんなの家をつなげて大きなまちの模型

にした。 
 

【情報システム館】

光センサーとタッチセンサーを利用して

パソコンでプログラミングを行い、オリ

ジナルロボットを動かした。 
 

【科学捜査館】

科学捜査の最新技術「 鑑定」で容疑者

の中から真犯人を探し出した。また、いろ

いろな物質の形も調べた。 

【電気電子館】

ハンダ付けを行い、 という小さなコン

ピュータ（マイコン）と対戦するじゃんけ

んゲーム機を作成した。

【機械システム館】

焼くと固まる銀粘土を使ってぴかぴかの
シルバーチャーム作りにチャレンジした。 

【数学館】

身近なパズルやゲームを楽しみながら、
その中に隠された数学に触れた。 
 

【開講式】

参加者 名が一堂に会した開講式のあと、
受講する各館の教室へ移動した。 

【からだ科学館】

アダプテッド・スポーツ パラスポーツ

を通じて と体の仕組みを学んだ。
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エエンンジジョョイイ科科学学館館

日 時 令和 年 月 日（土） ： ～ ：

場 所 米子高専

対 象 中学生

内 容 本校の専門性を生かした講座を通じてものづくりの楽しさを体験してもらい、科学への興味

や学習意欲を高めることなどを目的として、平成 年度から中学生向け体験イベント「エンジョ

イ科学館」を実施している。令和 年度は、「機械システム館」「電気電子館」「情報システム館」

「科学捜査館」「建築模型館」「からだ科学館」「数学館」の 講座を開講し、鳥取・島根の中学生

を中心に 名が参加した。オープンキャンパスとは違い中学 ・ 年生も参加できることもあり、

毎年人気のイベントとなっている。

担当講師や補助の高専生に教えてもらいながら、ロボット製作やコンピュータのプログラミン

グ、試薬を使った科学実験などに挑戦した。参加者からは「手を怪我していたためとても不安で

したが、手伝っていただきながら楽しくはんだ付けすることができました。はじめての体験でし

たがとても楽しかったのでまた参加してみようと思います。（電気電子館）」などそれぞれの館に

対する感想のほか、「とても楽しく、貴重な体験ができて良かった」「先生や学生の方が優しく教

えてくれた」「他のイベントにも参加してみたい」など高評価を得た。

【建築模型館】

様々な道具や材料を使って、住みたい家
や庭のデザインにチャレンジし、最後に、
みんなの家をつなげて大きなまちの模型

にした。 
 

【情報システム館】

光センサーとタッチセンサーを利用して

パソコンでプログラミングを行い、オリ

ジナルロボットを動かした。 
 

【科学捜査館】

科学捜査の最新技術「 鑑定」で容疑者

の中から真犯人を探し出した。また、いろ

いろな物質の形も調べた。 

【電気電子館】

ハンダ付けを行い、 という小さなコン

ピュータ（マイコン）と対戦するじゃんけ

んゲーム機を作成した。

【機械システム館】

焼くと固まる銀粘土を使ってぴかぴかの
シルバーチャーム作りにチャレンジした。 

【数学館】

身近なパズルやゲームを楽しみながら、
その中に隠された数学に触れた。 
 

【開講式】

参加者 名が一堂に会した開講式のあと、
受講する各館の教室へ移動した。 

【からだ科学館】

アダプテッド・スポーツ パラスポーツ

を通じて と体の仕組みを学んだ。
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出出前前講講座座  

講講  座座  名名  開開  催催  日日  時時  会会  場場  対対  象象  参参加加者者数数  担担  当当  者者  
満満足足度度

（（%%））  

静電気でおどるク

ラゲを作ろう 

7/23(日) 
10:00～ 

12:00 
彦名公民館 小 1～6 7 E奥雲・宮田 100 

8/16(水) 
10:00～ 

12:00 
成実公民館 小 1～6 8 E奥雲・宮田・石倉 100 

8/17(木) 
10:00～ 

12:00 
県公民館 小 1～6 14 E奥雲・宮田 100  

科学体験教室  

化学分野 

7/22(土) 
13:00～ 

15:00 
河崎公民館 小 5 18 C藤井（雄）・日野 100  

7/29(土) 
9:30～ 

11:45 
就将小学校 小 5 26 C田中（晋）・土田 91 

8/5(土) 
10:00～ 
  12:00 

大和公民館 小 4～6 20 C粳間・小川 96  

8/17(木) 
10:00～ 

12:00 
伯耆しあわせの郷 小 3～6 18 C藤井（雄）・礒山 94  

8/22(火) 
14:00～ 

16:00 
ペアーレ中海キッズプレイス 小 3～6 24 C小川・礒山 96 

8/27(日) 
9:30～ 

12:00 
米子市立明道小学校 小 6 32 C谷藤・土田 100 

9/2(土) 
9:00～ 

11:00 
大山西小学校 小 3 28 C藤井（貴）・青木 100 

10/14(土) 
10:00～ 

11:30 
福米東体育館 小 4 56 C伊達・藤井（貴） 100 

12/9(土) 
9:00～ 

11:00 
余子小学校 小 5 28 C粳間・伊達 93 

科学じっけん教室 

：未来のはかせを

目指そう！ 

8/1(火) 
10:00～ 

11:30 
境公民館 小 1～6 20 C谷藤 100 

8/1(火) 
13:30～ 

15:00 
五千五公民館 小 1～6 12 C谷藤 100 

8/2(水) 
13:30～ 

15:00 
境児童クラブ 小 1～4 32 C谷藤 95  

8/4(金) 
9:30～ 

11:00 
福米西公民館 小 1～6 30 C谷藤 100 

8/18(金) 
14:00～ 

15:00 
米子高専 小 1～6 55 C谷藤 100 

9/3(日) 
10:00～ 

11:30 
河崎新田会館 小 1～6 20 C谷藤 100 

インテリア雑貨 

-季節のリースを

作ろう！ 

8/3(木) 
10:00～ 

11:30 
余子公民館 小 1～6 9 上田 91  

11/25(土) 
10:00～ 

12:00 
江府町立図書館 小 1～6 10 上田 100 

ジオラマを作ろ

う！ 
8/6(日) 

10:00～ 

12:00 
県公民館 小 1～6 13 上田 100 

リサイクル工作で

インテリア雑貨を

作ろう！ 

7/22(土) 
10:00～ 

11:30 
境公民館 小 1～6 10 上田 100  

7/27(木) 
10:00～ 

11:30 
富益公民館 小 1～6 13 上田 83 

7/30(日) 
10:00～ 

11:30 
あやめ池スポーツセンター 小 1～6 7 上田 100 

8/8(火) 
13:30～ 

15:00 
明道小学校 小 4～6 15 上田 100 

8/24(木) 
10:00～ 

11:30 
岸本公民館 小 1～6 15 上田 100 

10/15(日) 
9:00～ 

11:00 
福生西小学校 小 1 20 上田 95 

10/22(日) 
9:30～ 

11:30 
飯梨交流センター 小 3～4 10 上田 100 
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出出前前講講座座  

講講  座座  名名  開開  催催  日日  時時  会会  場場  対対  象象  参参加加者者数数  担担  当当  者者  
満満足足度度

（（%%））  

静電気でおどるク

ラゲを作ろう 

7/23(日) 
10:00～ 

12:00 
彦名公民館 小 1～6 7 E奥雲・宮田 100 

8/16(水) 
10:00～ 

12:00 
成実公民館 小 1～6 8 E奥雲・宮田・石倉 100 

8/17(木) 
10:00～ 

12:00 
県公民館 小 1～6 14 E奥雲・宮田 100  

科学体験教室  

化学分野 

7/22(土) 
13:00～ 

15:00 
河崎公民館 小 5 18 C藤井（雄）・日野 100  

7/29(土) 
9:30～ 

11:45 
就将小学校 小 5 26 C田中（晋）・土田 91 

8/5(土) 
10:00～ 
  12:00 

大和公民館 小 4～6 20 C粳間・小川 96  

8/17(木) 
10:00～ 

12:00 
伯耆しあわせの郷 小 3～6 18 C藤井（雄）・礒山 94  

8/22(火) 
14:00～ 

16:00 
ペアーレ中海キッズプレイス 小 3～6 24 C小川・礒山 96 

8/27(日) 
9:30～ 

12:00 
米子市立明道小学校 小 6 32 C谷藤・土田 100 

9/2(土) 
9:00～ 

11:00 
大山西小学校 小 3 28 C藤井（貴）・青木 100 

10/14(土) 
10:00～ 

11:30 
福米東体育館 小 4 56 C伊達・藤井（貴） 100 

12/9(土) 
9:00～ 

11:00 
余子小学校 小 5 28 C粳間・伊達 93 

科学じっけん教室 

：未来のはかせを

目指そう！ 

8/1(火) 
10:00～ 

11:30 
境公民館 小 1～6 20 C谷藤 100 

8/1(火) 
13:30～ 

15:00 
五千五公民館 小 1～6 12 C谷藤 100 

8/2(水) 
13:30～ 

15:00 
境児童クラブ 小 1～4 32 C谷藤 95  

8/4(金) 
9:30～ 

11:00 
福米西公民館 小 1～6 30 C谷藤 100 

8/18(金) 
14:00～ 

15:00 
米子高専 小 1～6 55 C谷藤 100 

9/3(日) 
10:00～ 

11:30 
河崎新田会館 小 1～6 20 C谷藤 100 

インテリア雑貨 

-季節のリースを

作ろう！ 

8/3(木) 
10:00～ 

11:30 
余子公民館 小 1～6 9 上田 91  

11/25(土) 
10:00～ 

12:00 
江府町立図書館 小 1～6 10 上田 100 

ジオラマを作ろ

う！ 
8/6(日) 

10:00～ 

12:00 
県公民館 小 1～6 13 上田 100 

リサイクル工作で

インテリア雑貨を

作ろう！ 

7/22(土) 
10:00～ 

11:30 
境公民館 小 1～6 10 上田 100  

7/27(木) 
10:00～ 

11:30 
富益公民館 小 1～6 13 上田 83 

7/30(日) 
10:00～ 

11:30 
あやめ池スポーツセンター 小 1～6 7 上田 100 

8/8(火) 
13:30～ 

15:00 
明道小学校 小 4～6 15 上田 100 

8/24(木) 
10:00～ 

11:30 
岸本公民館 小 1～6 15 上田 100 

10/15(日) 
9:00～ 

11:00 
福生西小学校 小 1 20 上田 95 

10/22(日) 
9:30～ 

11:30 
飯梨交流センター 小 3～4 10 上田 100 
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連連携携講講座座  

  イイ    ベベ    ンン    トト    名名  開開  催催  日日  時時  会会  場場  対対  象象  
参参加加  
者者数数  

担担  当当  者者  
満満足足度度

（（%%））  

1 春の公園 DE 工作教室 
5/20
（土） 

10:00～ 
12：00 

境港市図書館 小 1～6 12 上田 100 

2 とっとりみらい art&culture フェスティバル 

7/15 
(土) 

10:00～ 
17：00 AEON日吉津

店 
未就学児
～中学生 

100名
以上 

J井上・川戸 - 
7/16 

(日) 

10:00～ 

17：00 

3 
【米子高専デジタル教室 in とっとり花回廊】3D

プリンタでものづくり！キーホルダーを作ろう♪ 

7/29 
(土) 

10:00～ 

12：00 
13:30～ 

15：30 

とっとり花回廊 
小中学生
と保護者 

23 J川戸 - 

4 
【日野町連携講座】科学じっけん教室：未来のは
かせを目指そう！ 

8/17 

(木) 

10:00～ 

11：30 
日野学園 小 1～6 21 C谷藤 95 

8/17 
(木) 

13：30～ 
15：00 

日野学園 小 1～6 21 C谷藤 100 

5 
【夏休み体験教室】リサイクル工作でインテリア
雑貨を作ろう！ 

8/17 
(木) 

14：00～ 
15：30 

米子市公会堂 小 1～6 15 上田 100 

6 夏休みリサイクル工作教室 
8/19 

(土) 

10:00～ 

12：00 

境港市民交流

センター 
小 1～6 15 上田 92 

7 【夏休み体験教室】ジオラマを作ろう！ 
8/22 
（火） 

14：00～ 
15：30 

淀江文化センタ
ー 

小 1～6 15 上田 100 

8 【寿製菓大感謝祭】ロボットカーレース体験 
10/14

（土） 

10:00～ 

17：00 
お菓子の壽城 

未就学児
～中学生
と保護者 

111 J井上 - 

9 
【米子高専デジタル教室 in とっとり花回廊】イル

ミネーション点灯パターンを作ってみよう！ 

11/5

（日） 

10：30～ 

15：00 
とっとり花回廊 小中学生 9 

E桃野、 

松本（充）・山脇 
100 

10 
【米子高専デジタル教室 inとっとり花回廊】3Dプ

リンタでものづくり！キーホルダーを作ろう♪ 

11/18
（土） 

13：30～ 
15：00 

15:30～ 

17：00 

とっとり花回廊 
小中学生
と保護者 

6 J川戸 100 

11 
【わかとり科学虎の穴】マイコンと対戦！じゃんけ

んゲーム機を作ろう！ 

11/18

（土） 

10：00～ 

12：00 
米子高専 中学生 5 E権田（英） 100 

12 冬の工作教室 
12/2 
(土) 

10:00～ 
12：00 

境港市民交流
センター 

小 1～6 15 上田 100 

13 
【わかとり科学虎の穴】3Dホログラムをつくってみ

よう 

12/3

（日） 

9:30～ 
10：30 

11:00～
12:00 

リモート開催 小中学生 38 C田中（晋） - 

14 ミニチュア ボクの私の図書館を作ろう！ 
1/27 
(土) 

10:15～ 
12：00 

境港市民交流
センター 

小 1～6 40 上田 100 

15 
【米子高専デジタル教室 inとっとり花回廊】3Dプ

リンタでものづくり！キーホルダーを作ろう♪ 

3/20 
(水) 

13:00～ 
14：30 

14:45～

16:15 

とっとり花回廊 

小中学生
と保護者
および 20

歳代 

10 J川戸 100 

 

 

そそのの他他

  イイ    ベベ    ンン    トト    名名  開開  催催  日日  時時  会会  場場  対対  象象  
参参加加  

者者数数  
担担  当当  者者  

満満足足度度

（（%%））  

1 
とっとりサイエンスワールド 2023 

（中部地区） 

7/23 
(日) 

13：00～ 
16：00 

倉吉未来中心 
小学生と
保護者 

149 

G堀畑・柴田、M藤田、J角田、

C伊達、A北農、山脇・齋木・松
露・門脇 

100 

2 
とっとりサイエンスワールド 2023 
（東部地区） 

8/20 
(日) 

13：00～ 
16：00 

とりぎん文化会館 
小学生と
保護者 

84 
G堀畑・柴田、E石倉、C伊達、
齋木・松露・門脇 

97 

3 
とっとりサイエンスワールド 2023 

（西部地区） 

8/27 

(日) 

10：00～ 

16：00 

米子市児童文化

センター 

小中学生

と保護者 
196 

G堀畑・遠藤、E石倉、J角田、C
伊達・藤井（貴）、A北農、山脇・
齋木・松露・門脇 

99 

4 
鳥取大学ジュニアドクター育成塾 
探究プログラム 

9/3 
(日) 

- 米子高専 小 5～6 3 C藤井（貴） - 
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２２．．地地域域ニニーーズズ対対応応共共同同教教育育 新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大のの状状況況をを鑑鑑みみ開開催催をを中中止止

実践的な問題設定と課題解決能力を養うことを目的として、地元企業が抱える課題やニーズを卒業研究・

特別研究等のテーマに設定し、企業技術者等と「地域ニーズ共同教育」を行っている。

これらの活動を通して学生の意識を地元企業に向けさせ、人材の地域定着を図る狙いもあり、ものづくり

の基盤技術を承継すると同時に、地域の人材の循環サイクルを確立することも長期的な視野に入れている。

３３．．専専攻攻科科「「おお試試しし講講座座」」 新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡大大のの状状況況をを鑑鑑みみ開開催催をを中中止止

平成 年度後期より、米子高専振興協力会会員企業の社員を対象に、無料で本校専攻科開講の講義を受

講できる「お試し講座」を開講している。この講座では、専門技術等が学習できる機会を提供することで

社員個々の技術および基礎知識のレベル向上を図り、高専と企業間の連携を強化することを目的としてい

る。会員企業へは、専攻科のシラバスと案内状を配布している。

ⅦⅦ．．情情報報発発信信事事業業

１１．．一一般般教教養養番番組組「「米米子子高高専専知知的的セセミミナナーー」」

平成 年 月から、中海テレビをはじめとする地元ケーブルテレビ・ネットワーク網を利用した「鳥取

県民チャンネル」で、一般教養番組「米子高専知的セミナー」（ 分番組）を放送している。本年度も引き

続き本校の様々な分野の教職員が、普段の生活の中で役立つ話や教養を高める話題を取り上げた。

なお、放送された番組は、「鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会」ホームページの「動画コンテンツ」

にアップされている。

（鳥取県民チャンネルコンテンツ協議会ホームページ ： ）

米子高専知的セミナー 令和 年度 放送内容一覧

放放送送月月  内内容容  担担当当  

4月 オゾン層モニターとしての月食分光観測 教養教育部門(物理)    教 授 竹内 彰継 

6月 日差しをお金に変える！太陽光発電投資について知ろう 情報システム部門    准教授 角田 直輝 

8月 米子湾の沿岸に漂着するごみの特徴について 化学 ・バイオ部門 准教授 藤井 貴敏 

10月 多文化社会をどう生きるか？ 教養教育部門(社会)     講  師 原田 桃子 

12月 米子高専のキャリア支援教育と「地域学」授業について 電 気 電 子 部 門     准教授 松岡 祐介 

2月 食品ロスの現状と削減への取り組み 教養教育部門(社会)    教 授 加藤 博和 
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ⅧⅧ．．そそのの他他

１１．．地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー運運営営委委員員会会

日 時 第 回 令和 年 月 日（火） ： ～

第 回 令和 年 月 日（水） ： ～

会 場 米子高専 小会議室 第 回 、大会議室 第 回

内 容 地域共同テクノセンター運営委員会は、地域共同テクノセンターの運営、事業、その他重要

な事項について審議する組織として平成 年に設置された。令和 年度は玉井センター長、

森田副センター長、川戸センター長補、谷藤医工連携研究センター副センター長、重松総務課

長、コーディネーターに加え、各部門委員である機械システム部門 上原 一剛 教授、電気電子

部門 新田 陽一 教授、教養教育部門 柴田 孝祐 助教が主な構成員となり開催された。

第 回は令和 年度の事業報告・コーディネーター活動報告、令和 年度の事業計画及び予算

案の審議や、各種講座の中間報告等が行われた。

第 回は地域共同テクノセンター・医工連携研究センターの組織改編、校内助成金の配分等に

ついて審議された。

２２．．米米子子高高専専生生ののたためめのの進進路路研研究究セセミミナナーー

日 時 令和 年 月 日（土） ： ～ ：

会 場 鳥取県立武道館（米子市両三柳 ）

内 容 本セミナーは、企業・大学の担当者から直接話を聞き、企業内での高専生の活躍などを知ること

ができる貴重な機会であり、就職活動やインターンシップ等への理解を深める場として平成 年

度から実施している。米子高専の当年度本科求人倍率 倍、専攻科求人倍率 倍超えという

高い求人倍率を反映し、単独高専の開催としては全国最大級で行っているものである。

３３．．米米子子高高専専技技術術シシーーズズ集集 のの発発行行

米子高専教員の研究内容や技術相談対応可能分野等を掲載し、本校の保有するシーズを広く校外の方々

へ周知するために、技術シーズ集の令和 年度版を発行した。令和 年度からは新たに との関連を各

教員ページと巻末に記載した。

また、重点課題のひとつである鳥取大学医学部との医工連携推進を受け、医療福祉機器分野における連携

や新技術の創出を目的として、医工連携関係シーズも掲載している。

 
  

米子高専生のための進路研究セミナーリーフレット 技術シーズ集
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ⅨⅨ．．報報道道等等

１１．．米米子子工工業業高高等等専専門門学学校校広広報報誌誌（（彦彦名名通通信信））抜抜粋粋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・彦名通信 令和 年 月発行（キャリア支援室、授業科目「地域学」について）
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ⅨⅨ．．報報道道等等

１１．．米米子子工工業業高高等等専専門門学学校校広広報報誌誌（（彦彦名名通通信信））抜抜粋粋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・彦名通信 令和 年 月発行（キャリア支援室、授業科目「地域学」について）
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・彦名通信 令和 年 月発行 年特別行事（企業見学・遠足）
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・彦名通信 令和 年 月発行 年特別行事 地域学（オープンファクトリー ）
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・彦名通信 令和 年 月発行 年特別行事 地域学（オープンファクトリー ）
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２２．．新新聞聞・・雑雑誌誌等等掲掲載載一一覧覧

一般紙

年年  月月  日日  曜曜日日  記記事事タタイイトトルル  新新聞聞紙紙名名  
掲掲載載  

ペペーージジ  

5 8 5 土 NHK杯全国高校放送コン 県内初快挙 米子高専放送部が全国優勝 日本海新聞 31 

5 8 28 月 米子高専女子団体 V2 卓球・全国高専体育大会 女子単は土江 米子高専 3連覇 日本海新聞 31 

5 8 31 木 放送コン・TV ドラマ部門 両県勢初 米子高専全国 V 病気に向き合う生徒表現 山陰中央新報  

5 9 8 金 米子高専・加藤博和教授に聞く 通路活用する工夫を 日本海新聞 30 

5 9 9 土 天体の輝きもっと見える 米子高専生「分光器」製作 「限界に挑戦」解像度 2倍天文台へ寄贈 朝日新聞  

5 9 14 木 米子高専が出張文化祭 17日、目久美公園 飲料販売や作品展 山陰中央新報  

5 9 15 金 米子高専生「盛り上げます」 17、18日に「まちなかテラス」 1日限定で出張文化祭 日本海新聞 34 

5 9 18 月 米子駅周辺にぎわい創出へ 市の実証実験始まる 催し開催、くつろぐ場も 日本海新聞  

5 9 28 木 米子高専 来春卒求人倍率 20倍 情報系に人気 80％以上が県外に 山陰経済新聞  

5 9 30 土 全国高専大会 団体 2連覇報告 米子高専卓球女子 市長に飛躍誓う 日本海新聞  

5 10 4 水 米子高専卓球女子 全国大会連覇を報告 市長訪問 山陰中央新報 34 

5 10 28 土 COP28に学生派遣 県、脱炭素社会へ人材育成 日本海新聞  

5 11 12 日 25人の研究 中間発表会 ジュニアドクター米子高専育成塾 日本海新聞 28 

5 12 3 日 脱炭素実現へ協力呼びかけ COP28で県派遣学生登壇 日本海新聞 35 

5 12 5 火 季節の花々 とっとり花回廊 皇帝ヒマワリ大きく成長 毎日新聞  

5 12 6 水 日本の脱炭素 「鳥取から先陣を」 県派遣学生 3人 COP28で決意 朝日新聞  

5 12 23 土 米子高専生「分光器」自作 全国天文台に普及目指す 山陰中央新報 35 

5 12 23 土 新聞の有効性学ぶ 米子高専で出前授業 日本海新聞 35 

5 12 27 水 生徒の社会関心高まる 米子高専でセミナー 現場での実践例紹介 日本海新聞 28 

5 12 27 水 分光器寄贈に感謝状 鳥取市が米子高専へ 日本海新聞 32 

6 1 12 金 米子高専放送部 映画W杯 2年連続、最優秀作品賞 監督賞、女子演技賞など 4賞も 日本海新聞 32 

6 2 17 土 分光器使い天体調べて 米子高専生 児童文化施設に寄贈 山陰中央新報  

6 2 17 土 投票の在り方考える 「オンライン立ち会い」是非議論 米子高専 日本海新聞 36 

6 2 27 火 天文分野に興味持って 自作の分光器 市児童文化センターへ寄贈 米子高専生 日本海新聞  

6 2 29 木 ピカチュウの技 どれだけ危険？ ジュニアドクター塾 受講生ら成果発表 米子高専 日本海新聞 29 

6 3 1 金 高専生作 格安の分光器 天体観測用開発 米子の施設に寄贈 性能 既製品の 3倍 読売新聞  

6 3 4 月 10月健康福祉祭とっとり大会 世界一「ねんりん」挑み PR 山陰中央新報  

6 3 4 月 世界最長バウムクーヘン挑戦 米子 ギネス記録達成ならず ねんりんピック機運醸成企画 日本海新聞 29 

6 3 7 木 世界一長いバウムクーヘン作り ギネス挑戦も達成ならず 鳥取・米子 毎日新聞  

6 3 20 水 天体観測に一役 僕らの研究 米子高専科学部 米国・国際科学研究コンへ 朝日新聞  

6 3 21 木 豊かな森づくり協働税 鳥取県木造住宅推進協議会西部支部 次世代に木材活用を継承 日本海新聞 36 

6 3 26 火 日本海新聞ふるさと大賞 2023表彰式 米子市 3人と 5団体表彰 日本海新聞 33 

文教速報・文教ニュース

年年  月月  日日  曜曜日日  記記事事タタイイトトルル  新新聞聞紙紙名名  
掲掲載載  

ペペーージジ  

5 4 17 月 SDGｓ推進の寄附物品贈呈式 文教ニュース  

5 4 19 水 米子高専で SDGｓ推進の寄附物品贈呈式 文教速報  

5 7 24 月 米子ガス Gから米子高専に寄付金贈呈 文教速報  

5 7 31 月 米子高専、Jr ドクター育成塾開講 文教速報  

5 8 31 木 米子高専ジュニアドクター育成塾開講 文教ニュース  

5 10 27 金 米子高専が出張文化祭 まちなかテラス関連イベントで 文教速報  

6 1 29 月 米子高専 企業から SDGs推進の物品 文教ニュース  

6 1 29 月 米子高専科学部 「ISEF」出場権利得る 文教ニュース  

6 1 31 水 米子高専科学部がソニー賞受賞 高校生・高専生科技チャレンジで 文教速報  



  28  
 

年年  月月  日日  曜曜日日  記記事事タタイイトトルル  新新聞聞紙紙名名  
掲掲載載  

ペペーージジ  

6 2 2 金 米子高専に企業から SDGs推進の物品寄贈 文教速報  

6 2 5 月 米子高専生対象に進路研究セミナー 文教速報  

6 3 22 金 宇都宮大と米子高専が協定締結 DS経営学部新設へ垣根超えた連携 文教速報  

３３．．新新聞聞記記事事抜抜粋粋

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産学官連携

◀ 日本海新聞 令和 年 月 日（日） 面

▾ 日本海新聞 令和 年 月 日（水） 面
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産学官連携

◀ 日本海新聞 令和 年 月 日（日） 面

▾ 日本海新聞 令和 年 月 日（水） 面
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–  

日本海新聞 令和 年 月 日（月） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（木） 面
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教職員の活躍

日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面
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教職員の活躍

日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面
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 学生の活躍

日本海新聞 令和 年 月 日（月） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（土） 面
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日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面

◀ 日本海新聞 令和 年 月 日（水） 面
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日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面

◀ 日本海新聞 令和 年 月 日（水） 面
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日本海新聞 令和 年 月 日（火） 面
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その他

日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面

山陰中央新報 令和 年 月 日（水） 面
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その他

日本海新聞 令和 年 月 日（金） 面

山陰中央新報 令和 年 月 日（水） 面
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  山陰中央新報 令和 年 月 日（土） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（土） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（日） 面
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日本海新聞 令和 年 月 日（木） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（土） 面
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日本海新聞 令和 年 月 日（木） 面

日本海新聞 令和 年 月 日（土） 面
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４４．．米米子子商商工工会会議議所所報報 シシャャンンブブルル 抜抜粋粋

令和 年 月号
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令和 年 月号 
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令和 年 月号 
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令和 年 月号
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令和 年 月号
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令和 年 月号
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ⅩⅩ．．令令和和 年年度度 地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー・・医医工工連連携携研研究究セセンンタターーススタタッッフフ

 

総総務務課課長長 重松 良昭

総総務務課課 企企画画・・社社会会連連携携係係 橋本 英世、落合 雅己、 陸浦 奈都子

ココーーデディィネネーータターー

・・産産学学連連携携ココーーデディィネネーータターー【【鳥鳥取取県県西西部部地地区区担担当当】】

山本 一志

・・産産学学連連携携ココーーデディィネネーータターー【【鳥鳥取取県県東東中中部部地地区区担担当当】】

西本 弘之

副副セセンンタターー長長

森森田田 一一弘弘 情報システム部門 教授）

 

＜＜地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー＞＞ 

＜＜医医工工連連携携研研究究セセンンタターー＞＞ 

セセンンタターー長長補補

川川戸戸 聡聡也也 情報システム部門 准教授）

副副セセンンタターー長長

谷谷藤藤 尚尚貴貴 化学・バイオ部門 教授）

 

セセンンタターー長長

（（医医工工連連携携研研究究セセンンタターー長長兼兼務務））

玉玉井井 孝孝幸幸 建築デザイン部門 教授）
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ⅩⅩ．．令令和和 年年度度 地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー・・医医工工連連携携研研究究セセンンタターーススタタッッフフ

 

総総務務課課長長 重松 良昭

総総務務課課 企企画画・・社社会会連連携携係係 橋本 英世、落合 雅己、 陸浦 奈都子

ココーーデディィネネーータターー

・・産産学学連連携携ココーーデディィネネーータターー【【鳥鳥取取県県西西部部地地区区担担当当】】

山本 一志

・・産産学学連連携携ココーーデディィネネーータターー【【鳥鳥取取県県東東中中部部地地区区担担当当】】

西本 弘之

副副セセンンタターー長長

森森田田 一一弘弘 情報システム部門 教授）

 

＜＜地地域域共共同同テテククノノセセンンタターー＞＞ 

＜＜医医工工連連携携研研究究セセンンタターー＞＞ 

副副セセンンタターー長長

谷谷藤藤 尚尚貴貴 化学・バイオ部門 教授）

 

セセンンタターー長長

（（医医工工連連携携研研究究セセンンタターー長長兼兼務務））

玉玉井井 孝孝幸幸 建築デザイン部門 教授）

セセンンタターー長長補補

川川戸戸 聡聡也也 情報システム部門 准教授）



○外部資源を活用した効率的な開発

○新しい発想を取り入れた技術革新

○米子高専との連携で学生の採用へつながる可能性

令和５年度 米子工業高等専門学校 地域共同テクノセンター活動報告
本活動報告の掲載文・写真・図の一切の無断転載を禁じます

米子高専_テクノセンター

TEL:0859-24-5007

米子工業高等専門学校
地域創生テクノセンター

FAX:0859-24-5009
E-mail:kikaku@yonago-k.ac.jp

〒683-8502
鳥取県米子市彦名町4448

https://www.yonago-k.ac.jp/center/
米子高専地域創生テクノセンター

コンビニ

コンビニ ハンバーガーショップ

うどんチェーン店 GS

米子北斗
中学・高校

スーパーマーケット

企業・団体等の
メリット

医
医療分野
福祉・介護分野

※「地域共同テクノセンター」及び「医工連携研究センター」は令和6年4月1日より統合し
　「地域創生テクノセンター」へと名称変更いたしました。

地域創生テクノセンター

地域共同テクノセンター
活動報告

令和５年度  米子工業高等専門学校




